
Vol.37
  [

 N
o.3

 ]
2008.10

ISSN 1880-8395

T O K Y O  G A K U G E I  U N I V E R S I T Y  L I B R A R Y  N E W S

❖❖❖❖❖  図書館の力特集  ❖❖❖❖❖

─ 図書館のあり方と図書館の力について ─

  

ICT Information and Communication Technology

［特集］図書館の力
 

 
  



  

 
 

 
http://current.ndl.go.jp/ No.  CA

Umass Amherst
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/modules/wordpress/index.php?m=  



ISSN 1880-8395

Vol.37  [No.3]      2008.10

図 書 館 で の 再 発 見

  
  

  

  

   
  

  

    
  

  
  



  

. Me

   

. Ko   

. Me

  



ISSN 1880-8395

Vol.37  [No.3]      2008.10

『心象風景としての武蔵野・学芸大キャンパス』
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◎ 附属小金井中学校生徒の図書館職業体験記
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 本の装備（カバーをはずし、バーコー
ドとラベルを貼る）という、一見し
ただけでは地味としかいえない作業
が一番面白かった。

1 （秋山永莉香さん）

 往来物など古い資料を見せていただ
き、とても面白かったし、世界に一
つしかないものもあると聞いて、次
の世代へ伝えていきたいと思った。

2 （石毛 　萌さん）

 図書館というと「本を扱う所」とい
うイメージしかなかった。しかし今、
職業体験を終えて、私の中の図書館
のイメージは書き換えられた。「図書
館は情報を扱う所」だと。

3 （井上さつきさん）

 図書館の仕事は、利用者が快適に利
用できる場所にするという大きな責
任を担っているのだなと思った。裏
（注：カウンター業務以外の事務作業ですね）
で頑張っているのが本当に大事なの
だと思い知らされた。（注：図書館）

4 （梶　 桃夏さん）

 地下には多くの歴史を刻んだ本があ
り、大切に保護され伝わり続けてい
ます。自ら体験して、一番重要な仕
事と言うのは「歴史とともに本を伝
えて行く事」だという事がわかりま
した。

5 （近藤 聡美さん）

 図書館の仕事は、多くの人がよりよ
く本と親しめるための仕事ばかりで、
図書館で働く人が本当に本が好きと
いうことが伝わってきて、より一層
図書館が好きになった。

6 （坪内 哲朗さん）

 すべての仕事を知れば知るほど、ど
の仕事も必要だということがわかる
し、図書館はたくさんの利用者のた
めの仕事があることがわかりました。

7 （林　 莉世さん）

 想像していたことより楽しくて、ずっ
とやっていたいなと思った。司書に
なってみたいという気持ちが大きく
なった気がした。

8 （平沼 範奈さん）

 図書館の作業ってもっと手作業ばか
りだと思ったが、私達が見ていない
所で色々なことをしていてハイテク
だと思った。

9 （松倉 彩華さん）


